
第１部 カリキュラム・マネジメント 第Ⅲ章 １（１）実践事例 

１（１）学校の組織づくり 

 

☞こんな実践 

  全教職員が主体的に教育活動を行っていくために，１学期から全教職員で教育

活動を見直し，課題を整理して，改善策を共有することで，同僚性を高めていっ

た実践です。 

 

実践学校 Ｄ小中学校 

実践対象 全教職員 

実践時期 通年 

 

① 全教職員で自校の成果と課題を共有【６月】 

  職員会議の後半 20分間

を利用して，全教職員が

４，５人のグループに分

かれ，本校の３つの重点

に沿って，強みと弱み，さ

らなる充実策について，

自由に意見交換しまし

た。 

  右の写真にあるよう

に，日頃教職員が感じて

いることについて，様々

な視点から意見が出され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

ここがポイント！ 

６月なのに，新しく赴任した教職員は，意見交換できるのでしょうか。 

 

 ✓新しく赴任された教職員の違和感を大切にします。「今まではこうだったか

ら」と慣例に流されず，一つ一つの教育活動の価値や意義を確認していきま

す。 

Ａグループのワークシート 



② 「Ｎチーム」で，学校分析【７月】 

  任意教職員集団「Ｎチーム」を立ち上げ，「本校の強みと弱み」を分析し，12 の

課題に整理しました。 

☆「Ｎチーム」…毎月１～２回程度，夕方１時間の会議を行います。本チームは，希

望制で，自分の都合の良いときだけ参加します。会議内容は，本校

の分析，各種学力調査の分析，授業研究，教職員の悩み相談等です。 

 

③ プロジェクトチームで検討，提案【８月～12月】 

  

 

 

 

 

 

 

  １学期に整理された本校の 12 の課題について，プロジェクトチームを立ち上げ

ました。全教職員が，希望制により 12 のチームのいずれかに所属し，チームごと

に検討して，12月の職員会議の場で，それぞれ課題解決策を提案しました。 

  すぐに実行できそうなことは実行し，その他については，次年度以降の学校教育

計画へ反映させました。 

  このような活動により、教職員間で共通理解が図られ、一丸となって教育活動を

実践するようになり、同僚性が深まっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞まとめ 

・教育活動は，組織的かつ計画的に行うことが大切です。そのために，教職員全員

が計画立案に関わり，主体的に教育実践を展開していけるようにします。 

・リーダーシップを発揮する教職員がいることも大切です。日々の業務に追われて

しまいがちですが，場を設定し推進していく教職員が鍵を握ります。 

・年度末に振り返りを行うことも必要ですが，１学期から日頃の成果や課題を見つ

め振り返ることにより，年度途中であっても，改善すべきことは改善していける

ようにします。 

 

 

ここがポイント！ 

課題解決のポイントはどのようなことですか？ 

✓今すぐに実行できそうなこと，時間をかけてじっくり解決していくこと

等，区別して検討することにより，各プロジェクトチームは，先を見なが

ら，より現実的な解決策を提案できるようにしました。 

12のプロジェクトチーム 

１学校運営 ２学校行事 ３教育の質を落とさない働き方改革 ４不登校・不適

応支援 ５特別支援教育の充実 ６支援員のスタイル ７生活習慣スタイルの

作成 ８授業スタンダードの作成 ９授業の約束の作成 10 家庭学習の在り方

の作成 11学習指導要領への対応 12児童生徒会の在り方 

 


